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脳の科学と「こころ」の医療
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　人間の「こころ」が如何にして生まれ，どのようにして営まれているかは，われわれ人間にとっ
て最も根源的な問いであり，これは従来哲学の最も基本的な問題であった．しかし，最近自然科学
が目覚ましい進歩を遂げ，脳の機能が分子のレベルから知，情，意などの高次機能のメカニズムに
いたるまで急速に解明されてきているので，自然科学の立場から「こころ」の問題に接近すること
も可能になってきている．
　脳科学の発展は「こころ」の理解を深めるだけでなく，長い間人類を悩ましてきた多くの神経疾
患，精神疾患の病態解明と治療・予防法の開発や，現代の高度技術社会，管理社会のストレスによ
る「こころ」の歪みへの対策確立などを通して，人類の健康や福祉に直接に役立っことは言うまで
もない．また脳科学は，脳の機能原理を再現するコンピュータの設計などを通して，情報科学の進
歩に大きな貢献をしていることもよく知られている．従って，基礎的な生命科学が飛躍的に発展し
つつある現在，脳の科学の研究を重点的に推進すれば，人間の脳と「こころ」をめぐる諸問題の解
明が一気に加速され，人類の生活の質の向上に計り知れない恩恵をもたらすであろう．
　しかし，脳の科学の発展は，人間の「こころ」を操作する可能性を広げるので，倫理的な配慮が
いっそう重要になる．動物実験では既に，遺伝子の操作によって，記憶機能に障害がある動物を作
ることが可能になったと報告されている．動物では遺伝子操作によって「こころ」を変えることが
現実に行なわれているのである．また「こころ」に影響を及ぼす抗精神病薬や抗不安薬（いわゆる
精神安定薬），睡眠薬などは，最近その研究が著しく進歩しており，従来治療法が限られていた幻
覚，妄想や，神経症，心身症，うっ病などの不安，緊張，漂うつ，不眠などの治療に大きな貢献を
しているが，乱用されたり，悪用されたりする危険にも注意しなければならない．「こころ」に影
響を及ぼす心理学的，行動学的技法についても，治療的有効性が高まるにつれて，その適用に慎重
な配慮が必要であろう．
　価値観の多様化がますます進むこれからの社会のなかで，私たち医療に携わるものは，病める人
たちの「こころ」の理解を深めると同時に，「こころ」の問題に対する脳科学ないし医学の適用の
あるべき姿についても，専門の科学者として社会に対して積極的に発言し，かつ点検を行なってい
く心構えが必要であると思われる．
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